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１．はじめに 

当工事現場は、栃木県日光市大字芹沢地先にあり利根川水系鬼怒川左支男鹿川右小支芹沢に位置し

ます。現地は中三依集落より約３ｋｍ程奥に入った芹沢右支持丸沢にあり、帝釈山地内の持丸山を眼

前に望める場所にあります。周辺は渓流釣り、持丸山登山、山菜・キノコ採り、狩猟等に訪れる人の

多い自然豊かなところです。 

 当工事は、既設堰堤の水通し部を取壊し、普段は、流れてくる土砂は貯めずに下流に流し、土石流

が起きた場合にだけ土砂や流木を食い止める働きを持つ透過型砂防堰堤に改築する工事です。 

本工事施工において、施工箇所は幅が狭小であり、高所作業が多いため、特に墜落転落災害防止対

策をまとめたものであります。 

２．工事概要 

 工 事 名  H２４持丸沢第３砂防堰堤改築工事 

 工事場所  栃木県日光市芹沢地先 

 工 期  自）平成２５年 ４月２３日～至）平成２６年 １月２１日 

 工事内容  砂防堰堤                      １式 

         土工                      １式 

コンクリート打設             約２５０m3 

鋼材（鋼製スリット H=7.0m,B=5.0m）   約 １７ t 

コンクリート撤去             約３７０m3 

仮設工                     １式 

施  工  前                鋼製ｽﾘｯﾄ設置完了

    



３． 墜落転落災害防止対策 

当工事おいては高所作業が多く、墜落転落防止対策には常に配慮しながら施工を行いました。ここ

で、実施項目を記載します。 

１） リスクアセスメントによる危険性の洗い出し 

ア）設計図書から主な工種・項目について、リスクアセスメントを実施 

・墜落転落防止対策についても検討を実施 

・リスクアセスメントの結果から、リスク除去低減対策を工法・設備・教育・点検等の施工管

理に反映しました。 

・作成したリスク情報を新規入所時教育の資料として、関係請負人に提供し活用させました。 

 

 
 

 

 

イ）リスクアセスメントのＫＹ活動への導入 

・墜落転落防止の恐れのある作業時の災害防止対策につい

てもリスクアセスメントを活用し危険の低減する対策を立て

ています。 

 

工種・項目から

危険源の抽出。 

既存の災害防止対策による

リスクレベルを評価する。 

危険の度合いの見積もり評価表 

既存の災害防止対策によりさらにリスク低減

対策を立て、残存リスクレベルを評価する。 

ＫＹ活動実施状況 



 
 

 

 

 

２）墜落防止設備の設置 

 足場上の高い緊張状態が要求される作業を改善し、より安

全な作業を行えるように、関連する法令の規定を満たす、働

きやすい安心感のある足場とすることとしました。 

 

 

 

 

・墜落防止及び、資機材の落下防止のため躯体と足場間に安全ネットを取り付けました。 

        

安全ネット取付状況（上部より） 

足場の設置状況 

安全ネット取付状況（下部より） 

見積りの結果、作業者にと

って容認できない危険に対

して、その危険を低減する

具体的な対策を立てる。 

その低減対策が有効であ

り、かつ作業者に及ぼす危

険が確実に低減されるかど

うかを再度見積る。 

特定した危険は、作業者にどれくらい

の「可能性」で、どのような「重大な

結果」に至らしめるのかを見積る。 

「どのような危険が

潜んでいるか」を特定

する。 

危険の度合いの見積もり評

価表 



                
 

・鋼製スリット施工時の墜落防止 

        
 

 

３）足場・手摺・親綱・安全帯等の点検実施 

設備には不備のないよう注意し、作業開始前の安全点検を実施しました。 

安全帯の作業前点検を一人一人が正しく行えるように、安全帯の点検個所を昇降設備の前に設置

し、全員が必ず点検を行い入場するようにしました。 

尚、点検を正しく行えるように具体的なイラストの点検基準の掲示物を掲示しました。 

 

 

 

４．おわりに 

 当工事では、現在までのところ監督職員の御指導のもと、我々職員、協力業者が一体となり安全対

策に取り組んでおります。幸いにして現在まで無事故で施工していますが、今後、工事は残り僅かで

はありますが、細心の注意をはらい最後まで無事故で工事を完成させたいと考えております。 

ブラケット足場部への設置 左右岸足場間への設置 

セーフティロック安全帯 

安全帯点検基準の表示状況 安全帯点検個所設置による点検状況 

安全帯使用状況 


